
▲性別に関わらず誰もが活躍できる職場になっているか、腕をあげて10段階で表現

府
本
部
第
９０
回
定
期
大
会

日
時

９
月
２７
日（
土
）１３
：
００
～

場
所

ラ
ボ
ー
ル
京
都
２
Ｆ
大
ホ
ー
ル

▲瀧井智美さん

２
０
２
６
―
２７
年
度
運
動
方
針
案
や
当
面
の
闘
争
方
針
案
、

府
本
部
財
政・組
織
健
全
化
計
画
案
、役
員
体
制
案
な
ど
を
確
認

　

連
合
京
都
・
京
都
公
務
労

協
は
９
月
４
日
、京
都
府
、京

都
市
各
人
事
委
員
会
へ
勧
告

に
む
け
た
要
請
を
行
っ
た
。

　

京
都
府
人
事
委
員
会
要
請

で
は
、
冒
頭
、
京
都
公
務
労

協
代
表
で
あ
る
岡
本
府
本
部

委
員
長
が
「
８
月
７
日
に
人

事
院
勧
告
が
あ
っ
た
。
本
年

は
官
民
格
差
を
考
慮
し
、
月

例
給
は
３
・
６２
％
、
一
時
金

は
０
・
０５
月
の
引
上
げ
。
月

例
給
に
つ
い
て
は
若
年
層
の

み
な
ら
ず
、
中
高
年
層
も
昨

年
を
大
幅
に
上
回
る
引
き
上

げ
と
な
っ
た
。
自
動
車
通
勤

に
か
か
る
通
勤
手
当
に
関
し

　

府
本
部
は
８
月
２３
日
、
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で

「
第
３
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

学
習
会
」
を
開
催
し
、
各
単

組
か
ら
合
計
２３
人
が
参
加
し

た
。

　

講
師
に
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
で
㈱
Ｉ
Ｃ
Ｂ
代
表
取

締
役
の
瀧
井
智
美
さ
ん
を
迎

え
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実

現
に
向
け
て
～
ア
ン
コ
ン
シ

ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
乗
り
越

え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
行
っ
た
。

　

導
入
部
分
で
は
、
現
在
地

の
確
認
と
し
て
、
参
加
者
全

員
に
「
性
別
に
関
わ
ら
ず
誰

も
が
活
躍
で
き
る
職
場
、
自

組
織
の
状
況
を
１
か
ら
１０
ま

で
の
数
値
で
表
す
と
？
」
と

現
状
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
多

少
の
バ
ラ
つ
き
は
あ
っ
た
も

の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
６
か
ら

８
の
値
を
示
し
た
。「
自
治

労
は
民
間
よ
り
進
ん
で
い
る

ん
で
す
ね
」
と
瀧
井
さ
ん
よ

り
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

て
も
距
離
区
分
の
引
上
げ
な

ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
比
較

対
象
規
模
を
５０
人
以
上
か
ら

１
０
０
人
以
上
へ
引
き
上
げ

た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
人
材

確
保
の
観
点
か
ら
も
、
踏
み

込
ん
だ
勧
告
を
お
願
い
す

る
」
と
訴
え
た
。

　

こ
れ
を
受
け
府
人
事
委
員

会
は
、「
勧
告
は
１０
月
中
旬

頃
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在

は
民
間
実
態
調
査
に
基
づ
き

精
査
し
て
い
る
段
階
。
人
事

院
勧
告
を
踏
ま
え
、
人
材
確

保
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
ジ
ェ

　

い
ま
や
日
常
的
に
耳
に
す

る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
と

は
、「
男
性
と
女
性
が
等
し

く
権
利
と
機
会
を
享
受
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
意
思

決
定
に
も
対
等
に
参
画
で
き

る
状
態
」
ま
た
「
個
人
が
性

別
を
理
由
に
直
接
的
・
間
接

的
に
差
別
さ
れ
な
い
状
態
」

を
指
す
。
し
か
し
、
内
閣
府

の
２
０
２
１
年
時
点
の
調
査

に
よ
る
と
７６
・
３
％
が
「
お

茶
汲
み
は
女
性
」「
力
仕
事

は
男
性
」
の
よ
う
に
、
性
別

で
役
割
を
決
め
つ
け
ら
れ
た

経
験
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ

は
ま
さ
に
、「
ア
ン
コ
ン
シ

ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識

の
偏
見
）」
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
な

ン
ダ
ー
平
等
な
ど
の
観
点
か

ら
前
向
き
な
勧
告
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

回
答
が
あ
っ
た
。

　

公
務
労
協
か
ら
は
、
定
年

引
上
げ
に
伴
う
高
齢
層
職
員

の
給
与
水
準
や
再
任
用
職
員

の
一
時
金
支
給
月
数
の
改

善
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

さ
ら
な
る
処
遇
改
善
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
の
拡
充
、
長

時
間
労
働
の
是
正
な
ど
に
つ

い
て
要
請
し
た
。

　

な
お
、
京
都
市
人
事
委
員

会
は
、
９
月
１１
日
に
勧
告
を

行
っ
て
い
る
。

い
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
実

現
し
な
い
。
ま
た
、
職
場
に

よ
く
あ
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス

・
バ
イ
ア
ス
の
例
と
し
て
、

集
団
に
所
属
す
る
こ
と
で
無

意
識
に
同
調
傾
向
、
思
考
停

止
に
陥
る
「
集
団
浅
慮
（
せ

ん
り
ょ
）」、
女
性
や
少
数
派

へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
偏
見

（
女
性
は
力
仕
事
し
な
く
て

よ
い
）
な
ど
が
差
別
へ
つ
な

が
る
「
慈
悲
的
差
別
」、
あ

る
人
物
に
好
意
を
抱
く
と
、

そ
の
人
物
に
対
す
る
す
べ
て

の
も
の
に
対
し
て
肯
定
的
に

な
る
「
ハ
ロ
ー
効
果
」
な
ど

が
あ
り
、
誰
も
が
何
の
悪
気

も
な
く
無
意
識
の
偏
見
や
差

別
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

現
状
が
あ
る
と
い
う
。

　

２
０
２
５
年
、
日
本
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は

前
年
比
横
ば
い
の
世
界
１
４

８
カ
国
中
１
１
８
位
。
と
く

に
政
治
分
野
に
お
け
る
女
性

参
画
の
落
ち
込
み
が
激
し
い

の
だ
が
、「
政
治
家
＝
男
性
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
払
し
ょ

く
で
き
て
い
な
い
結
果
で
も

あ
る
。
ま
た
、「
女
性
活
躍

欠
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ

れ
、府
本
部
が
推
薦
し
た「
村

田
ま
さ
あ
き
」
さ
ん
と
「
下

村
ま
き
こ
」
さ
ん
が
と
も
に

当
選
を
果
た
し
た
。

　

暑
い
中
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
仲
間
の
皆
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。

　

９
月
７
日
（
日
）
城
陽
市

長
選
挙
お
よ
び
城
陽
市
議
補

推
進
法
」
で
は
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
企
業
に
お
け
る
女

性
役
員
比
率
を
３０
％
と
す
る

目
標
を
定
め
て
い
る
。
ま
ず

は
先
駆
け
て
、
経
済
分
野
に

お
け
る
女
性
参
画
を
推
進
し

よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
マ
ス
・

黄
金
の
３
割
」
の
言
葉
の
よ

う
に
、
少
数
派
が
３
割
を
超

え
る
と
質
的
な
変
化
が
起
き

る
と
い
う
。
逆
に
い
う
と
、

構
成
比
が
３
割
以
下
の
職
場

で
は
現
状
維
持
の
力
が
働
く

た
め
、
変
化
が
起
こ
り
に
く

く
少
数
派
は
活
躍
し
に
く
い

と
い
う
こ
と
だ
。
女
性
が
生

き
に
く
い
環
境
は
、
い
ま
や

男
性
に
も
生
き
に
く
い
。

　

誰
も
が
諦
め
ず
活
躍
で
き

る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

自
ら
の
意
識
を
振
り
返
り
、

乗
り
越
え
て
い
こ
う
。

　

平
和
行
動
で
根

室
市
や
釧
路
市
を

訪
問
し
、
道
中
の

博
物
館
や
資
料
館

で
貴
重
な
ア
イ
ヌ

文
化
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ

た
▼
明
治
期
の
北
海
道
を
舞

台
に
し
た
漫
画
『
ゴ
ー
ル
デ

ン
カ
ム
イ
』
は
金
塊
争
奪
の

物
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
狩

猟
や
食
文
化
、
信
仰
な
ど
を

通
じ
て
ア
イ
ヌ
の
思
想
を
丁

寧
に
描
き
出
し
て
い
る
。
特

に
動
物
や
植
物
を
「
カ
ム
イ

（
神
）」
と
し
て
敬
い
、「
命

は
神
か
ら
の
贈
り
物
」
と
い

う
考
え
方
は
、
自
然
へ
の
畏

敬
と
感
謝
を
教
え
、
主
人
公

た
ち
が
異
な
る
価
値
観
を
受

け
入
れ
な
が
ら
共
に
生
き
る

姿
勢
を
示
し
て
い
る
▼
物
語

は
、
征
服
と
差
別
の
歴
史
を

背
景
に
、
和
人
と
ア
イ
ヌ
の

摩
擦
や
誤
解
を
描
き
つ
つ

も
、
異
な
る
文
化
を
知
る
こ

と
で
互
い
を
理
解
し
協
力
す

る
可
能
性
を
提
示
す
る
。「
他

者
を
知
り
、尊
重
す
る
こ
と
」

か
ら
共
生
は
始
ま
り
、
違
い

を
脅
威
で
は
な
く
新
た
な
視

点
や
可
能
性
を
生
む
源
泉
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
訴
え
て
い
る
▼
多
様
な

文
化
を
尊
重
し
合
い
、
互
い

の
違
い
を
学
び
合
う
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
豊

か
に
す
る
。
職
場
や
地
域
か

ら
声
を
あ
げ
労
働
組
合
に
結

集
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
反

対
し
多
文
化
共
生
社
会
を
め

ざ
そ
う
。�

（
Ｎ
）

■城陽市長選挙
村田まさあき� 13,647票当選
■城陽市議補欠選挙
下村まきこ� 6,171票当選
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▲北海道の東端・納沙布岬で開かれた平和ノサップ集会

▲納沙布岬から歯舞群
島の貝殻島灯台までは
わずか3.7kmしか離れ
ていない

▲根室高校では部活で北方領土を研究 ▲降籏真一さん

　

被
爆
８０
周
年
原
水
爆
禁
止

広
島
大
会
が
８
月
４
日
～
６

日
、
広
島
市
で
開
催
さ
れ
、

京
都
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

じ
府
本
部
か
ら
１０
名
が
参
加

し
た
。

　

初
日
は
折
鶴
平
和
行
進
に

約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
、

「
核
兵
器
廃
絶
」
を
訴
え
な

が
ら
市
内
を
行
進
。
そ
の
後

の
開
会
総
会
で
は
、
被
爆
者

や
海
外
ゲ
ス
ト
が
核
廃
絶
と

平
和
の
実
現
へ
の
決
意
を
表

明
し
た
。

　

２
日
目
は
分
科
会
が
行
わ

れ
、
被
爆
の
歴
史
や
原
水
禁

運
動
の
歩
み
を
学
ぶ
講
演
に

参
加
。
第
五
福
竜
丸
事
件
や

映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
を
題
材
に

し
た
講
談
や
落
語
を
通
じ

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

状
況
や
核
を
め
ぐ
る
社
会
情

勢
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

最
終
日
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
米
韓
の
活
動
家
や
元

広
島
市
長
の
秋
葉
忠
利
氏
ら

が
討
論
し
、
核
使
用
の
危
機

　

９
月
５
日
か
ら
８
日
に
か

け
て
、
連
合
平
和
４
行
動
の

最
終
行
動
で
あ
る
「
平
和
行

動
ｉｎ
根
室
」
が
北
海
道
・
根

室
市
で
開
催
さ
れ
、
連
合
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
３３
人
、
府

本
部
か
ら
は
２
人
が
参
加
し

た
。

　

５
日
、
台
風
１５
号
の
影
響

が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
無

事
に
根
室
中
標
津
空
港
へ
到

着
。
道
の
駅
お
だ
い
と
う
に

て
、
北
方
領
土
返
還
を
願
う

「
叫
び
の
像
」を
見
学
し
た
。

こ
の
像
は
「
た
と
え
何
代
か

か
っ
て
も
取
り
戻
す
」
と
い

う
強
い
思
い
を
込
め
、
老
女

が
高
ま
る
世
界
情
勢
を
踏
ま

え
た
具
体
的
な
展
望
を
示
し

た
。
ま
と
め
集
会
で
は
「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ア
ピ
ー
ル
」
を
採

択
し
、
核
兵
器
廃
絶
へ
行
動

す
る
決
意
を
新
た
に
３
日
間

の
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
日
本
被
団
協
の
代
表
委
員

・
箕
牧
智
之
氏
の
被
爆
体
験

や
高
校
生
平
和
大
使
の
発
言

も
共
有
さ
れ
、
未
来
へ
継
承

す
る
思
い
を
確
認
し
た
。

　

府
本
部
は
引
き
続
き
、
平

和
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

が
息
子
と
孫
を
両
脇
に
従

え
、「
返
せ
」
と
叫
ぶ
迫
力

あ
る
姿
で
表
現
さ
れ
て
い

た
。

　

６
日
は
根
室
市
総
合
文
化

会
館
で
、
北
方
四
島
学
習
会

が
開
か
れ
、
根
室
高
校
北
方

領
土
研
究
会
の
生
徒
か
ら
北

方
領
土
の
歴
史
や
現
状
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。
生
徒

た
ち
は
「
領
土
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
熱
く

訴
え
た
。
続
い
て
映
画
『
ジ

ョ
バ
ン
ニ
の
島
』
を
鑑
賞
。

北
方
四
島
で
実
際
に
起
き
た

出
来
事
を
基
に
、
第
２
次
世

　

府
本
部
社
会
福
祉
評
議
会

は
８
月
２３
日
、
ゆ
め
り
あ
う

じ
で
、
２
０
２
５
京
都
保
育

集
会
を
開
催
し
、
７
単
組
２４

人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
田
中
議
長
か
ら
「
保
育
現

場
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
現
場
で
は
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
等
の

界
大
戦
終
結
後
の
島
で
の
穏

や
か
な
暮
ら
し
が
、
ソ
連
軍

の
侵
攻
に
よ
っ
て
家
や
学
校

を
奪
わ
れ
一
変
し
て
い
く
様

子
が
描
か
れ
、
現
在
も
続
く

北
方
四
島
問
題
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

　

７
日
に
は
根
室
市
・
納
沙

布
岬
で
「
平
和
ノ
サ
ッ
プ
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
各

地
の
地
方
連
合
か
ら
６
５
３

名
が
参
加
し
た
。
主
催
者
を

代
表
し
て
連
合
の
清
水
事
務

局
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
か
ら
３
年
半
、
日
本
政
府

情
報
が
不
足
し
て
い
る
。
本

日
の
講
演
を
参
考
に
知
識
を

深
め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

次
に
自
治
労
本
部
社
福
評

・
保
育
部
会
幹
事
の
降
幡
真

一
さ
ん
（
長
野
県
本
部
）
を

講
師
に
迎
え
、「
保
育
園
・

幼
稚
園
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
取
り
組
み
状
況
や
メ
リ

の
制
裁
措
置
に
反
発
し
て
ロ

シ
ア
は
平
和
条
約
締
結
交
渉

を
中
断
し
た
。
以
降
、
北
方

墓
参
や
ビ
ザ
な
し
交
流
、
共

同
経
済
活
動
の
協
議
な
ど
も

一
方
的
に
停
止
さ
れ
、
再
開

の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。

元
島
民
の
高
齢
化
な
ど
問
題

は
山
積
し
て
い
る
。
平
和
な

く
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
も

労
働
運
動
も
な
い
。
北
方
領

土
問
題
の
早
期
解
決
を
求

め
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
て
平
和
運
動
の
輪

を
広
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
会
場
か
ら
は
肉
眼
で
歯

舞
群
島
を
望
む
こ
と
が
で

き
、
ま
た
集
会
で
は
元
島
民

か
ら
「
お
墓
参
り
に
も
行
け

な
い
」
と
の
切
実
な
声
も
寄

せ
ら
れ
た
。

　

４
日
間
の
行
動
を
通
じ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
講
演
を
受
け
た
。

　

降
幡
さ
ん
は
「
保
育
士
の

仕
事
量
が
増
え
て
い
る
原
因

の
１
つ
と
し
て
、
子
ど
も
と

関
わ
ら
な
い
事
務
仕
事
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
事
務
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
し

保
育
士
の
業
務
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
は
、
保
育
の
質
の

確
保
・
向
上
に
つ
な
が
り
、

最
終
的
に
は
、『
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
の
確
保
』
に

つ
な
が
る
」な
ど
説
明
し
た
。

　

次
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
Ⅰ

Ｃ
Ｔ
を
導
入
済
み
、
ま
た
は

導
入
に
向
け
た
準
備
中
の
職

場
の
悩
み
や
人
員
不
足
の
状

況
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
保
育

に
関
す
る
各
種
研
修
の
内
容

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
参

加
者
同
士
で
意
見
を
交
わ
し

た
。

て
、
北
方
領
土
問
題
の
実
情

を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
故

郷
を
奪
わ
れ
た
元
島
民
が
、

一
日
も
早
く
自
由
に
島
を
行

き
来
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち

は
返
還
運
動
を
次
世
代
に
継

承
し
、
社
会
全
体
に
広
げ
て

い
く
責
任
が
あ
る
。「
明
け

　

中
で
も
、
採
用
に
つ
い
て

は
、「
保
育
技
術
は
客
観
的

に
評
価
で
き
る
が
、
保
護
者

と
の
関
係
づ
く
り
の
能
力
な

ど
は
評
価
が
難
し
い
」
と
い

っ
た
課
題
や
「
集
団
行
動
が

苦
手
で
あ
る
が
療
育
で
の
対

応
ま
で
は
必
要
と
し
な
い
子

ど
も
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
家
庭
で
は
が
ん

ば
る
一
方
で
、
園
で
は
歯
止

め
が
利
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
子
ど
も
も
居
て
、
保
護
者

と
の
間
で
の
課
題
共
有
に
苦

労
し
て
い
る
」
な
ど
、
各
職

場
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
が
あ
り
、
有
意

義
な
集
会
と
な
っ
た
。

な
い
夜
は
な
い
」
の
言
葉
に

あ
る
よ
う
に
、
困
難
が
続
い

て
も
必
ず
道
は
開
け
る
と
の

信
念
を
胸
に
、
粘
り
強
く
運

動
を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
府
本
部
と
し

て
も
、
平
和
運
動
の
柱
の
一

つ
と
し
て
強
く
訴
え
続
け
て

い
く
。

京都保育集会を開催

核
廃
絶
へ
決
意
新
た
に

被
爆
８０
周
年・原
水
禁
広
島
大
会

連
合
平
和
行
動
ｉｎ
根
室
に
参
加

保育現場のICT化とは？

北
方
領
土
の
早
期
返
還
を

北
方
領
土
の
早
期
返
還
を

自治労きょうと 2 0 2 5 年 9月1 5日・1 0月1日合併 （第三種郵便物認可） 第 9 0 1 号（ 2 ）　


